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IT企業における人材確保・定着に向けての取組み
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新卒採用の状況（IT人材ニーズ）

新卒採用におけるIT業界、IT系人材ニーズは高水準

出典：NHK（調査ディスコ）

 IT業界は他業界に比し高い採用意欲

 IT業界以外においても、“情報化社会”

“DX”を背景にIT系人材（職種）の採用

ニーズは年々増加傾向

 キャリア（即戦力）人材の採用難による
新卒採用ニーズの高まり

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
IT業界の新卒採用見込みは、増加および増減なしの合計で約）95％と高水準。一方、他業界においても“情報化社会”や“DX”への対応のためIT人材ニーズは急激に高くなっており、IT系人材を巡る新卒採用は、多くの業界、企業を巻き込み売り手市場化が進んでいる。
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新卒採用の状況（内々定の保有）

複数社の内々定を持つ学生割合はコロナ禍前を上回る状況。

出典：内々定率の進捗/マイナビ2023年卒大学生活動実態調査

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
23卒は内々定率はコロナ禍前である20年卒を上回る高水準で5月末時点で65.5％。複数内々定を持つ学生の割合も増加。結果、内々定もしくは内定後の辞退者数も増加している。内々定保有者のうち、「2社以上」内々定を保有するひとは59.6％で、この割合も20年卒を上回っている。全体的に企業の採用意欲が高まっていることや、インターンシップや仕事体験といった学生と企業の接触がより早いタイミングで実現し選考が早期化し早い段階より内々定が出ている。一方、選考期間も長期化したことや、内々定者向けイベントがオンライン化している状況下、内々定辞退をせず複数社保有する学生が多くなっていると思われる。
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新卒採用の状況（配属への意識）

60%近くの学生が配属（勤務地・職種）に対し自身で選びたいと考えている

61.9％

５６．６％

６5．5％

出典：入社後の配属先（勤務地・職種）に対する考えとして一番近いもの/マイナビ2023年卒大学生活動実態調査

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生のキャリアに対する意識の高まりを受け、就職に際し、スタートなる配属の重要性は増しており、勤務地や職種、仕事内容を自身で決める、把握することが出来る企業選考を選ぶ傾向にある。
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就職に対する志向性は多様化。複数の志向（要素）により就職先を決定する

新卒採用の状況（志向の多様化）

出典：パーソル総合研究所・ベネッセ教育総合研究所・中原淳「若年就業者のウェルビーイングと学びに関する定量調査」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
就職先を決定する要素となる、学生の志向性は多様化している。大きくは7つに分類され、各学生はその中でも自身が重要視する志向を複数選択。その志向に対し受験する企業（仕事内容等の配属先含む）毎に評価し、総合的な判断として就職先を決定する。
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新卒採用の状況（情報収集）

SNSを起点とした情報収集が活性化

SNSでの情報発信/収集による

企業認知

 企業HPへの誘導
 就職サイトへ登録
 イベント情報の入手と参加

出典：NHK（調査ディスコ）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コロナ禍、台頭した企業ホームページや就職情報サイトに加え、SNSの利用が大きくなっている。SNSでのコマメな情報発信、露出を起点に企業を認知し、企業のホームページ閲覧や就職情報サイトへのマイページ登録への流れが出来ている。また、こういった企業側の発信に止まらず、学生間の情報収集ソースとしても活用状況が広がっているものの、学生からの口コミ等の情報の信ぴょう性までは高まっていない。然しながら、SNSは依然割合は低いものの、大きく伸ばしている状況は今度も継続するものと思われ、企業側も積極的な活用が迫られている。
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CTC新卒採用課題と対応

＜IT人材ニーズの増加＞

 質・量を維持しつつ採用数増加への対応

＜学生の志向変化＞

 学生の求める情報の発信

 多様な志向性に対応する採用

＜コロナ禍への対応＞

 リアルイベント（学生接点）の減少

 企業の魅力発信

 GAPの解消

＜採用DX＞

 先進的な選考の導入

 エンゲージメントを向上

対応１） 選び/選ばれる企業へ

対応２） 効率的且つ効果的な選考

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コロナ禍をきっかけにDX等が急激に進む採用環境下、CTCでは更なる新卒採用の推進を図るため、“選び、選ばれる、学生から魅力的な企業になるべく、学生のニーズを捉えた採用選考”と“効率的且つ効果的な選考”の2つを軸に新卒採用を推進してまいりました。次からは、具体的な手法事例を2つご説明いたします。�
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多様な選択肢の提示(1) コース制採用

目的：「自分のやりたい分野の仕事がしたい」という学生のキャリア傾向から、
専門的なスキルやキャリア志向を持つ学生へアプローチと、配属ミスマッチ
の解消（エンゲージメント向上）を目的として、コース制採用を実施。

エンジニア

営業

サイエンス

総合職
(営業・エンジニア・スタッフ)

オープンコース

ジョブフィールド
コース

ユニーブメント
コース

コーポレート

Techアビリティー
初期配属の職務を確定
・AI
・セキュリティエンジニア

初期配属の職務を確定
・経理系
・法務系
・人事・総務系

エンジニア職のコース※

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
専門的な志向の高い人材、キャリア志向を明確に持つ人材に対応するため、配属時の職種を確約するコース制採用を開始。23卒からはTechアビリティコースとしてトレンド要素の強い技術領域に特化したコースを新設。今回はAIとセキュリティであったが、共に専門的に学んでいる学生が応募し合格となった。社内のスぺシャリティが高いエンジニアが面接官となり、選考する。特にコース別採用では、仕事のイメージを高め相互のギャップ解消がカギであり、時間をかけ同イメージのすり合わせを行う作業をしている。



(C) 2022  ITOCHU Techno-Solutions Corporation

多様な選択肢の提示(2) 面接形式の選択

学生と企業、両者ニーズの相互理解、納得度向上やニューノーマルなトレンドを捉え、
一次面接は効率性を重視し全面オンライン化
最終（二次）面接はオンラインと対面の選択を学生に委ねる選択式で実施

【22卒】 【一次面接】
オンライン面接

【最終面接】
オンライン面接

【一次面接】
オンライン面接

【最終面接】
オンライン面接

【23卒】
オンライン 65％
対面 35%
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採用DX 動画（HV)選考の導入

グループディスカッションに変わる選考手法の新規導入の必要性

動画（HV)選考の導入 22卒＝トライアル/23卒＝本格導入

プレゼンテーション力、発想力、コミュニケーション力（一部）等のグループディスカッションで
確認していた要素の評価を代替できるものの、不足する部分がある。

既存の“適性検査（SPI）”“動画（HV)選考”“一次面接結果”の相関性を検証。
新たに選考メソッドを策定し、“より適性の高い人材選考の0次面接”としてグループディス
カッション以上の高精度の選考方法を確立。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
�
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人材育成 新入社員研修

コロナ禍、新入社員研修は全面オンライン化を経て、22卒はオンラインと集合形式のハイブ
リッド形式にて実施

4月―5月 6月 7月以降

営業

エンジニア

スタッフ

全職種共通

新入社員研修

配属（OJT、現場独自研修、業務従事）

配属（OJT、現場独自研修、業務従事）

技術研修 配属（現場独自研修等）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
�
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人材育成 新入社員研修 課題

集合研修を取り入れたものの、、、

・コロナ禍の学生時代の影響 ・オンライン形式研修が一部残る
状況により、残課題も存在。配属後の“立ち上がり“に懸念。

立ち上がり切らない就社意識

コミュニケーション量の不足

生活スタイル（ビジネスマンとしての生活リズム）への対応の遅れ

新入社員同士の横の繋がりが築けない

アウトプットする力の不足（一方的な研修割合の増加）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
�
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・多彩な個を尊重し、誰もが挑戦し自己実現できる環境をつくる

・人生100年時代、デジタルの力を用いて仕事も人生も充実する
働き方を実現する
・自律と成長を促し、個々が最大限パフォーマンスを発揮できるよう
支援する

13

Concept

Copyright© 2022 ITOCHU Techno-Solutions Corporation.. 

Upgrade the CTC Workstyle
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基本方針

個別の事情に対応する
多様な選択肢を用意し、
社員が公私、心身ともに充実し、
自身の力を最大限発揮できる
環境を整備

Copyright© 2022 ITOCHU Techno-Solutions Corporation.. 
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CTC神谷町オフィス Activity Based Working

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
�



Copyright© 2022 ITOCHU Techno-Solutions Corporation.. 16

１ 通勤範囲“内”のテレワーク自由化
（全社員対象）

２ 通勤範囲“外”のテレワーク自由化
（特別な事情を抱える方対象）

３ 転勤・単身赴任の解消

働く場所の選択肢拡大
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働く場所の選択肢拡大

これまで自宅またはサテライトオフィスに制限されていた
テレワーク場所の選択肢を、勤務オフィスの通勤範囲内に拡大

レンタルオフィス ホテル 実家

※通勤範囲内 とは、勤務オフィスの最寄り駅から鉄道営業距離で100km未満

通勤範囲“内”のテレワーク自由化
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働く場所の選択肢拡大

18

家族の介護や看護、遠方での療養、配偶者の転勤への帯同などの特別な事情を抱える
社員を対象に、テレワークの場所と居住地の選択肢を日本国内に拡大

通勤範囲“外”のテレワークの導入

転勤・単身赴任の解消
テレワークと出張で業務が可能な場合、転居をしなくても他拠点への異動が可能に。
例えば、東京在住者が大阪の部署に所属することができます。
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社外副業制度／サバティカル休暇／ブリ―ジャー

CTCの業務に支障をきたさないことや労働時間管理ルールの遵守などを条件として、
社外での副業が可能に。

社外副業制度

サバティカル休暇（長期休業制度）
理由不問で原則1年以内の長期休業が可能に（無給）。
主に学業や資格取得に専念しての学び直し（リスキリング）や、社会貢献活動などでの
利用を想定。

ブリ―ジャー
出張先での業務開始前／終了後に有給休暇を取得したり、休日を利用したりして、
出張先やその他地域での滞在延長が可能に。
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新型コロナウイルス感染症への対応として、一時的に緩和していたテレワーク、スライドワーク、
時間単位有休の取得日数制限について、正式に緩和を継続。

テレワーク／スライドワーク／時間単位有休日数制限の変更

＜ご参考：2021年度各制度利用実績＞
出社比率 ：21.1%
スライドワーク ：利用件数 月平均 6,165件
時間単位有休 ：利用件数 月平均 329件

テレワーク／スライドワーク：回数制限なし
時間単位有休 ：5日まで／年（労働基準法での上限）

スライドワークとは

始業・終業時刻をスライドすることができる制度
5:00～11:30まで30分単位で始業時刻の
選択が可能。
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